
 

 

★応援ありがとうございました！ 

2/14(土)の持久走大会には、たくさんのご来校・たくさんの応援あ

りがとうございました。練習の時からずっとひたむきに走っている子ど

も達の姿が本当に素晴らしかったです。ご家庭でも、練習を頑張ったこ

と、大会に参加できたこと、完走できたこと等、たくさん褒めていただ

き、今後の生活に生かしていただいたらと思います。 

  2/28(土)の音楽発表会では、ご参観いただきありがとうございまし

た。音楽の時間や歌声集会の時間を使って練習を重ねてきた成果が表

れていたのではないかと思います。学年の友達と心を合わせての音楽

劇、全校のみんなで心をひとつにした合唱と合奏。保護者の皆様の温か

い眼差しと拍手に励まされ、子ども達が力を発揮できました。最後まで

応援ありがとうございました。 

 

★２月・３月の牛乳費徴収について 

牛乳費については、原則として、当月の牛乳費をその翌月１日に牛

乳費納入袋を配付して徴収しています。ただ、３月分は４月(新年度)

になっては徴収できませんので、昨年度と同様に、３月に配付する納

入袋で２,３月分の牛乳費をまとめて徴収させていただきます。どうぞ

早めのご提出をお願いいたします。 

通常は、いつまでお休みかが分かっている場合は可能な限り牛乳を止

めて、一人一人の出席状況に応じた牛乳費を徴収しております。尚、そ

の対応が３月分ではできませんので、どうぞご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３月 行 事 予 定 ４月 行 事 予 定

１ 日  １ 水 春休み 

２ 月 新委員会活動（引継ぎ） ２ 木  

３ 火 カルビー出前授業 4・5 年 ３ 金  

４ 水 英語スピーチ集会 ４ 土  

５ 木 マナーランチ 5 年 ５ 日  

６ 金 ドローン教室 6 年 ６ 月 始業式 

７ 土 クラブ活動 ７ 火  

８ 日  ８ 水 入学式準備 

９ 月  ９ 木 入学式 

10 火 お弁当の日（縦割りランチ） 10 金  

11 水  11 土  

12 木  12 日  

13 金  13 月 委員会活動 

14 土  14 火  

15 日  15 水  

16 月  16 木 実力テスト 6 年 

17 火  17 金  

18 水 修了式 6 年 18 土 フレンドシップフェスタ 

19 木 卒業証書授与式、卒業生を送る会 19 日  

20 金 春分の日 20 月  

21 土 休日 21 火  

22 日  22 水  

23 月 大掃除,ワックスがけ 23 木 全国学力調査 

24 火 修了式 1～5 年 24 金 大掃除 

25 水 春休み 25 土 参観・懇談・総会 

26 木  26 日  

27 金  27 月  

28 土  28 火 避難訓練 

29 日  29 水 昭和の日 

30 月  30 木 休日 

31 火  - - - 

 

子どもをまっすぐに見る 

 
 

 

 

 

 

 

 

2 月配信→「1 年生活科 お花植えたよ」「知のオリンピック表彰」「3 年社会科見学 山神浄水場」「ふれあいタイム 全校

持久走練習」「漢字検定」「2 年音楽 発表会練習」「スケート教室」「全校合奏・全校合唱練習」「算数検定」「6 年 卒業ア

ルバム個人写真撮影」「持久走大会」「1 年音楽 発表会ステージ練習」「あそう山探検①」「あそう山探 

検②」「発表会前最後の音楽集会」「5・6 年 野村証券出前授業」「音楽発表会 高学年練習」等々 

今年度もたくさんのご視聴ありがとうございました！ Instagram もぜひ！ 

全校持久走練習 

知のオリンピック表彰 

私たちは、物事を見る時に、どうしても自分の思いが入ってしまいます。「こうありた

い」「こうであってほしい」とった“願望”や“思い”、さらには、“都合”や“先入観”で

物事を見ていることが多いように思います。 

自分では、冷静で客観的なつもりでも、実際は自己中心的な見方をしていて、周りとの

見解が食い違っているということもあります。物事を正しく見る、ということは難しさを

伴うことのようです。このことについて、次のようなエピソードがあります。 

室町時代のことです。町の中にくねくね曲がった松があ 

りました。そして、その松の側に立札があり、人だかりが 

できています。その立て札には、 

「この松をまっすぐに見たものには、金一貫文を与える」 

と書かれていました。立札を書いたのは、御存知の一休さんでした。 

人々は、何とかこの松をまっすぐに見てお金をもらおうとしていたのです。ある者はハ

シゴをかけて斜めから見たり、ある人は木によじ登って上から見たり･･･。あの手、この

手で挑戦しますが、どうしてもまっすぐには見えません。 

 そこにある人がやって来て、次のように言いました。 

「曲がった松を『曲がった松ですね』と見るのが、まっすぐに見ることになるのではな

いですか。白い物は白、黒い物は黒と、ありのままに見るのが、まっすぐな見方になるの

だと思います。」 

 と言い、一休さんの頓智を見事に解いたのでした。 

さて、このエピソードは、自分の“思い”から、その物を“歪めて見る”のではなく、

ありのままに見る見方こそが“正しく見る”ことにつながることを物語っています。 

麻生学園小学校に通う子ども達は、昨年４月からたくさんの学びや体験を積み上げ、４

月当初から見違えるほどの成長を遂げてきています。しかしながら、学校生活においてま

だまだできていない不十分さをもっているのも事実です。私達教師は、この 1年を振り返

り、子ども達一人一人のありのままをしっかりと捉え、その成長も不十分さも丸ごと受け

止め、正しい見方をもって、次の学年につなげていくようにしたいと思っています。 

そして、このことは、ご家庭での保護者の皆様のお子様の受け止めにおいても同様では

ないかと思います。子ども達の学びや生活での成長と素晴らしさをありのままに認めてあ

げると同時に「家(うち)の子に限って！」「この子はそんなはずではない！」という“思い”

や“願望”で、ありのままの子どもの姿を曇らせて見てはならないように思います。何よ

り、できないこと、不十分なことでの困り感を持っているのは子どもたち自身でしょうか

ら、その部分も正しく見て、寄り添い、支えてあげていただき、次年度から新しいスター

トを切ってもらえればと思っています。 

 

スケート教室 

全校合奏・全校合唱 練習 


